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単
元
の
言
語
活
動
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔 
 
 

年 
 
 

組 
 
 

番 

名
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 
◆
折
句
の
技
法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
る 

 

課
題 

今
ま
で
学
ん
で
き
た
歌
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
折
句
の
技
法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

 

１
歌
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
各
自
で
自
由
に
テ
ー
マ
を
立
て
、
こ
の
教
科
書
掲
載
歌
の
中
か
ら
、
そ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
歌
を
四
～
五
首
、
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。 

（
例
）「
春
の
歌
」「
秋
の
歌
」「
冬
の
歌
」「
恋
の
歌
」「
色
彩
が
印
象
的
な
歌
」「
孤
独
を
詠
ん
だ
歌
」「
父
母
を
詠
ん
だ
歌
」
な
ど
。 

  

  

２ 

１
で
抜
き
出
し
た
歌
の
中
か
ら
、
特
に
好
き
な
歌
一
首
を
選
び
、
心
情
を
表
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、

確
か
め
て
み
よ
う
。 

●
テ
ー
マ 

 ●
選
ん
だ
歌 
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３
次
の
手
順
に
従
い
、
感
じ
た
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
を
、
折
句
を
用
い
て
、
短
歌
に
し
て
み
よ
う
。 

①
『
伊
勢
物
語
』
の
「
東
下
り
」（
六
〇
～
六
三
ペ
ー
ジ
）
を
参
照
し
、
折
句
の
技
法
を
確
認
す
る
。 

②
詩
歌
や
日
常
の
言
葉
の
中
か
ら
五
音
の
語
を
選
ん
で
、
表
の
⑴
の
欄
に
一
字
ず
つ
書
き
入
れ
る
。 

（
例
）・
う
め
の
は
な
（
梅
の
花
）・
か
し
わ
も
ち
（
柏
餅
）・
む
し
の
こ
え
（
虫
の
声
）・
ふ
ゆ
や
す
み
（
冬
休
み
）
な
ど
、
季
節
や
行

事
に
か
か
わ
る
も
の 

・
自
分
が
住
ん
で
い
る
町
の
名
前
や
自
分
の
名
前
な
ど
、
自
身
に
関
連
す
る
も
の 

・
地
名
・
人
名
・
植
物
名
・
動
物
名
な
ど 

③
歌
の
内
容
を
考
え
な
が
ら
、
表
の
⑴
の
欄
に
記
入
し
た
文
字
か
ら
始
ま
る
五
音
・
七
音
の
語
を
、
⑵
の
欄
に
幾
つ
か
書
き
入
れ
る
。 

④
歌
の
内
容
を
考
え
な
が
ら
、
第
一
句
か
ら
第
五
句
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
語
を
選
択
し
、
一
首
の
歌
に
仕
上
げ
る
。 

⑤
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
各
自
が
折
り
込
ん
だ
語
と
、
短
歌
に
よ
っ
て
表
現
し
た
心
情
に
つ
い
て
話
し
合
う
。 

⑥
各
自
が
作
成
し
た
短
歌
の
中
で
、
わ
か
り
に
く
い
部
分
が
あ
っ
た
ら
、
互
い
に
指
摘
し
、
修
正
す
る
。 

 

第五句 第四句 第三句 第二句 第一句 
 

七音 七音 五音 七音 五音 

     

（
１
） 

     

（
２
） 

（
１
）
の
欄
の
文
字
か
ら
始
ま
る
語 

 

完成した短歌 


